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一
九
五
八
年
、
商
業
航
空
を
規
律
す
る
基
本
法
と
し
て
連
邦
航
空
法
（F

ederal A
viation A

ct 

（F
A

A

））
が
成
立
し
、
そ
の
執
行
機
関

と
し
て
連
邦
航
空
庁
（F

ederal A
viation A

gency

）
が
創
設
さ
れ
た

（
１
）

。「
航
空
の
発
展
を
促
進
し
、
安
全
を
確
保
し
、
か
つ
国
防
の
要
請

を
充
足
す
る

（
２
）

」
た
め
の
、
新
た
な
規
範
と
監
督
組
織
の
誕
生
で
あ
る
。
一
九
六
七
年
に
運
輸
省
（D

epartm
ent of T

ransportation 

論
　
説

一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
一
号
（
二
〇
一
一
年
七
月
）

（
二
）

（D
O

T

））
が
設
置
さ
れ
る
と
、
航
空
庁
は
よ
り
広
範
な
運
輸
規
制
の
な
か
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
連
邦
航
空
局
（F

ederal 

A
viation A

dm
inistration 

（F
A

A

））
と
い
う
現
在
の
呼
称
を
得
た

（
３
）

。

そ
の
後
の
航
空
市
場
の
成
熟
と
歩
調
を
あ
わ
せ
、
一
九
七
八
年
に
は
、
新
規
路
線
や
新
規
就
航
事
業
者
を
増
や
す
こ
と
で
航
空
運
賃
を

低
く
し
、
航
空
利
用
者
の
便
益
を
増
す
た
め
に
、
航
空
事
業
者
規
制
撤
廃
法
（A

irline D
eregulation A

ct of 1978 （
４
）

）
が
成
立
し
、
こ
こ
に

航
空
運
送
事
業
者
の
路
線
、
運
賃
及
び
新
規
参
入
に
関
す
る
経
済
規
制
は
撤
廃
さ
れ
た

（
５
）

。
そ
し
て
一
九
九
六
年
に
は
、
航
空
振
興
と
安
全

確
保
と
い
う
航
空
行
政
に
お
け
る
利
益
衝
突
を
解
消
す
る
た
め
に
、
連
邦
航
空
再
授
権
法
（F

ederal A
viation R

eauthorization A
ct of 

1996

）
が
成
立
し

（
６
）

、
連
邦
航
空
局
の
所
管
事
項
か
ら
航
空
振
興
が
取
り
除
か
れ
、
そ
の
任
務
は
安
全
確
保
に
純
化
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る

（
７
）

。

連
邦
法
と
州
法
と
の
二
元
的
法
制
度
を
敷
く
米
国
に
お
い
て
、
州
際
通
商
（interstate com

m
erce

）
と
し
て
の
性
格
の
強
い
航
空
は
、

こ
う
し
て
ご
く
自
然
に
連
邦
法
の
専
占
（preem

ption

）
に
服
す
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
連
邦
法
に
よ
る
航
空
規
制
は
、
航

空
を
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
面
で
捉
え
る
こ
と
と
の
関
係
で
合
理
性
を
有
す
る
も
の
の
、
当
該
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
結
節
点
で
あ

る
空
港
（
飛
行
場
）
を
取
り
出
し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
地
権
者
の
私
権
の
対
象
と
し
て
、
都
市
機
能
の
中
枢
施
設
と
し
て
、
あ
る
い
は
地

域
環
境
の
一
部
と
し
て
、
州
な
い
し
地
方
自
治
体
の
法
規
制
と
接
さ
ざ
る
を
得
な
い

（
８
）

。
こ
の
意
味
で
空
港
は
、
と
り
わ
け
騒
音
、
交
通
混

雑
等
の
空
港
環
境
問
題
に
関
連
し
て
、
連
邦
法
と
州
法
・
自
治
体
条
例
と
の
抵
触
の
一
大
争
点
を
形
成
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

連
邦
法
の
専
占
と
い
う
考
え
方
自
体
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
お
け
る
一
八
五
一
年
の
ク
ー
リ
ー
対
ワ
ー
デ
ン
ス
委
員
会
事
件
判
決

（
９
）

に

起
源
を
有
す
る
。
本
件
で
裁
判
所
は
、「
商
事
規
制
は
い
ず
れ
も
、
そ
の
性
質
に
お
い
て
本
来
的
に
国
家
的
で
あ
り
、
あ
る
い
は
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
・
シ
ス
テ
ム
の
構
成
要
素
と
し
て
そ
の
計
画
又
は
規
制
の
一
部
が
実
施
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
連
邦
議

会
に
よ
る
排
他
的
な
立
法
を
要
す
る
性
格
を
も
つ
と
い
う
の
が
正
当
で
あ
る
」
と
し
た
。
今
日
、
連
邦
法
の
専
占
は
法
原
理
と
し
て
、
合

二



空
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空
法
の
専
占
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工
藤
）

（
三
）

衆
国
憲
法
第
六
編
二
項
の
い
わ
ゆ
る
最
高
法
規
条
項
（S

uprem
acy C

lause （
10
）

）
に
よ
っ
て
根
拠
付
け
ら
れ
て
い
る
。
連
邦
法
自
体
が
明
文

で
州
法
に
対
す
る
専
占
を
規
定
す
れ
ば
（
明
示
的
専
占
）、
専
占
の
内
容
は
明
白
と
な
る
が
、
そ
う
で
な
く
と
も
、
裁
判
所
の
法
解
釈
に
よ

り
合
衆
国
議
会
の
意
図
が
推
し
計
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
（
黙
示
的
専
占

（
11
）

）。

連
邦
航
空
法
は
合
衆
国
の
航
行
可
能
な
空
間
（navigative airspace

）
の
利
用
を
律
し
、
こ
こ
に
合
衆
国
の
排
他
的
な
主
権
を
設
定
す

る
（
12
）

。
た
だ
し
、
空
港
ゾ
ー
ニ
ン
グ
な
い
し
関
係
土
地
利
用
に
つ
い
て
の
連
邦
法
の
専
占
が
明
示
的
に
規
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
し
た

が
っ
て
空
港
問
題
に
お
け
る
専
占
の
い
か
ん
は
連
邦
議
会
の
意
図
の
解
釈
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
は
、
連
邦
法
の
専
占
の
肯
否
を
め
ぐ
る
空
港
環
境
紛
争
を
素
材
に
、
米
国
航
空
法
に
お
け
る
利
益
衡
量
の
一
断
面
を
考
察
す
る
も

の
で
あ
る
。
連
邦
航
空
法
の
沿
革
と
基
本
的
構
造
に
つ
い
て
み
た
後
、
そ
の
空
港
環
境
問
題
へ
の
適
用
事
例
を
取
り
上
げ
、
航
空
分
野
に

お
い
て
連
邦
法
が
専
占
を
敷
く
こ
と
の
意
義
を
確
認
す
る
こ
と
と
す
る

（
13
）

。

Ⅱ　

連
邦
航
空
法
の
沿
革
と
構
造

連
邦
法
は
、
米
国
の
航
空
事
業
に
広
く
規
制
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
規
範
の
中
心
を
占
め
る
の
は
連
邦
航
空
法
で
あ
り
、
そ
の
規
制
対
象

に
は
航
空
事
業
者
、
航
空
従
事
者
、
空
港
が
含
ま
れ
る
。
も
っ
と
も
、
多
く
の
州
及
び
地
方
自
治
体
も
種
々
の
理
由
で
空
港
を
規
制
し
て

お
り
、
と
く
に
空
港
環
境
問
題
へ
の
対
処
を
め
ぐ
っ
て
、
両
規
範
の
対
立
な
い
し
抵
触
が
数
多
く
紛
争
化
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
以
下

で
は
、
紛
争
事
例
の
検
討
に
先
立
ち
、
予
備
作
業
と
し
て
連
邦
航
空
法
の
沿
革
と
規
制
の
内
容
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

連
邦
議
会
は
、
商
業
航
空
の
草
創
期
か
ら
、
そ
れ
を
自
ら
の
体
系
的
な
監
督
下
に
置
く
姿
勢
を
鮮
明
に
し
て
い
た

（
14
）

。
議
会
は
ま
ず
、
合

衆
国
憲
法
第
一
編
第
八
節
第
三
項
、
い
わ
ゆ
る
州
際
通
商
条
項
（Interstate C

om
m

erce C
lause （

15
）

）
を
根
拠
に
、
一
九
二
六
年
航
空
通
商

三
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（
四
）

法
（A

ir C
om

m
erce A

ct of 1926

）
を
成
立
さ
せ
、
幼
稚
産
業
に
対
す
る
公
的
助
成
を
行
い
、
航
空
の
運
営
範
囲
の
全
国
的
拡
大
を
企
図

し
た
。
つ
い
で
議
会
は
、
一
九
三
八
年
に
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
＝
レ
ア
法
（M

cC
arren-L

ea A
ct

）、
通
称
民
間
航
空
法
（C

ivil A
eronautics 

A
ct

（C
A

A
））
を
通
過
さ
せ
、
よ
り
広
範
な
航
空
規
制
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
監
督
機
関
と
し
て
民
間
航
空
委
員
会
（C

ivil 

A
eronautics B

oard
（C

A
B

））
を
創
設
し
、
踏
み
込
ん
だ
経
済
規
制
を
こ
れ
に
行
わ
せ
た
の
で
あ
る

（
16
）

。

そ
の
一
方
で
、
少
数
の
航
空
機
と
小
規
模
な
空
港
を
有
す
る
の
み
の
商
業
航
空
の
初
期
段
階
で
す
ら

（
17
）

、
民
間
航
空
法
の
成
立
は
、
連
邦

法
に
よ
る
航
空
規
制
と
、
地
方
に
よ
る
土
地
利
用
規
制
と
の
対
立
関
係
を
生
み
出
し
た
。
民
間
航
空
法
は
民
間
航
空
委
員
会
に
、
航
空
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
に
つ
い
て
強
大
な
権
限
を
付
与
し
て
お
り
、
運
賃
の
決
定
、
合
併
の
承
認
、
路
線
の
設
定
な
ど
事
業
運
営
の
根
幹
が
こ
れ

に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
連
邦
法
が
航
空
規
制
に
関
し
て
州
又
は
地
方
自
治
体
の
規
制
を
排
除
し
完
全
な
専
占
を
有
す
る
の

か
否
か
に
つ
い
て
、
二
つ
の
事
件
で
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
断
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

（
18
）

。

住
宅
地
上
空
の
騒
音
を
伴
う
飛
行
が
問
題
と
な
っ
た
、
一
九
四
六
年
の
合
衆
国
対
コ
ー
ズ
ビ
ー
事
件

（
19
）

に
お
い
て
、
裁
判
所
の
多
数
意
見

は
、
居
住
者
に
よ
る
住
居
上
部
空
間
に
対
す
る
権
利
主
張
に
つ
き
、「
土
地
か
ら
直
近
の
範
囲
（im

m
ediate reaches

）
か
ら
相
当
に
離
れ

た
空
間
は
公
領
域
（public dom

ain

）
で
あ
る
」
と
宣
言
し
、「
そ
う
し
た
空
間
は
国
家
航
空
シ
ス
テ
ム
の
完
全
性
を
確
保
す
る
う
え
で
不

可
欠
な
要
素
で
あ
る
」
と
述
べ
、
居
住
者
の
私
権
の
承
認
を
拒
絶
し
た
。
な
お
、
ブ
ラ
ッ
ク
判
事
は
反
対
意
見
と
し
て
、「
航
空
飛
行
を

連
邦
法
が
規
制
す
る
と
し
て
も
、
多
数
意
見
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
『
直
近
の
範
囲
』
と
し
て
画
さ
れ
る
範
囲
に
限
ら
ず
、
航
行
可
能
な
あ

ら
ゆ
る
空
間
に
つ
い
て
の
完
全
な
支
配
を
、
合
衆
国
憲
法
は
連
邦
議
会
に
付
託
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
た
。
よ
り
徹
底

し
た
連
邦
権
限
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
海
外
航
空
路
線
の
開
設
の
許
認
可
を
め
ぐ
る
、
一
九
四
八
年
の
シ
カ
ゴ
・
サ
ザ
ン
航
空
対
ウ
ォ
ー
タ
ー
マ
ン
汽
船
事
件

（
20
）

で
裁

四



空
港
環
境
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邦
航
空
法
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専
占
（
工
藤
）

（
五
）

判
所
は
、「
関
係
者
が
有
す
べ
き
私
権
に
つ
い
て
判
断
す
る
た
め
に
、
従
来
の
輸
送
機
関
に
お
け
る
経
験
を
適
用
す
る
こ
と
は
有
益
で
あ

る
も
の
の
、
か
か
る
二
次
元
の
輸
送
機
関
の
比
喩
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
三
次
元
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
革
新
的
な
事
業
の
発
達
を
育
成

し
規
制
し
て
き
た
議
会
の
努
力
を
評
価
し
な
い
理
由
は
な
い
」
と
し
、
航
空
が
本
来
的
に
州
際
的
な
事
業
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
先
の
ブ

ラ
ッ
ク
判
事
の
見
解
を
容
れ
て
、「
連
邦
議
会
は
、
商
業
航
空
に
よ
る
す
べ
て
の
飛
行
及
び
そ
れ
に
付
随
す
る
す
べ
て
の
事
象
に
関
す
る
、

排
他
的
な
管
轄
権
を
有
す
る
」
と
の
判
断
を
行
っ
た
。

一
九
五
八
年
、
民
間
航
空
法
を
改
正
す
る
連
邦
航
空
法
が
成
立
し
、
そ
れ
ま
で
の
司
法
判
断
の
傾
向
が
立
法
的
に
も
確
認
さ
れ
た
。
す

な
わ
ち
、「
合
衆
国
政
府
は
合
衆
国
の
空
間
に
対
す
る
排
他
的
主
権
を
有
す
る
。
…
…
連
邦
航
空
局
は
運
航
可
能
な
空
間
の
利
用
に
関
す

る
計
画
と
政
策
を
立
案
し
、
か
つ
、
規
則
又
は
命
令
に
よ
っ
て
、
航
空
機
の
安
全
及
び
空
間
の
効
率
的
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な

空
間
の
配
分
を
行
う
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ
た
。
上
院
に
よ
る
同
法
案
提
出
趣
意
書
は
、「
航
空
は
、
連
邦
政
府
と
の
関
係
に
お
い
て
、

輸
送
機
関
の
中
で
も
際
立
っ
て
特
殊
な
も
の
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
連
邦
法
の
枠
組
の
下
で
実
施
さ
れ
、
州
又
は
地
方
自
治
体
の
規
制
を

ほ
と
ん
ど
受
け
な
い
。
こ
の
結
果
、
連
邦
政
府
は
、
公
益
の
観
点
か
ら
こ
の
産
業
の
振
興
と
監
督
と
に
つ
い
て
、
事
実
上
完
全
な
責
任
を

負
う

（
21
）

」、
と
補
足
し
た
。

も
っ
と
も
、
連
邦
航
空
法
の
射
程
は
不
明
確
さ
を
蔵
し
て
い
た
。
同
法
の
法
文
は
航
空
機
の
航
行
の
た
め
に
必
要
な
空
間
（airspace

）

を
超
え
る
範
囲
に
ま
で
効
力
が
及
ぶ
と
も
読
め
る
一
方
、
立
法
者
の
意
見
で
は
そ
れ
に
反
す
る
も
の
も
み
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
法
の

起
草
者
の
一
人
モ
ン
ロ
ニ
ー
上
院
議
員
は
、
上
院
運
輸
委
員
会
の
公
聴
会
に
お
い
て
、「
連
邦
航
空
局
は
空
港
の
地
上
部
分
に
は
権
限
を

有
し
な
い

（
22
）

」、
と
発
言
し
た
。
議
員
が
、
地
方
政
府
の
管
轄
を
空
港
施
設
内
の
問
題
処
理
に
限
る
趣
旨
で
そ
の
よ
う
に
述
べ
た
の
か
、
そ

れ
と
も
、
発
着
枠
や
安
全
性
を
含
む
空
港
シ
ス
テ
ム
全
体
に
つ
い
て
地
方
政
府
の
権
限
を
肯
定
し
た
の
か
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な

五
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法
学　

第
七
十
七
巻
第
一
号
（
二
〇
一
一
年
七
月
）

（
六
）

い
。
連
邦
航
空
法
が
地
方
政
府
の
空
港
施
設
に
対
す
る
監
督
権
限
を
実
際
に
規
定
し
て
い
る
こ
と
が
、
問
題
を
複
雑
に
し
て
い
た
。
た
と

え
ば
、
地
方
政
府
が
航
空
事
業
者
か
ら
空
港
施
設
税
を
徴
し
た
り

（
23
）

、
空
港
建
設
の
資
金
ね
ん
出
の
た
め
に
、
旅
客
に
手
数
料
を
課
し
た
り

す
る

（
24
）

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
特
別
区
の
そ
れ
を
除
き
、
す
べ
て
の
主
要
空
港
は
州
又
は
地
方
自
治
体
に
よ
っ
て
設
置
さ

れ
た
も
の
な
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
連
邦
航
空
法
は
連
邦
政
府
の
存
在
感
を
誇
示
す
る
一
方
、
空
港
の
運
営
に
対
す
る
州
の
一
定
の
関

与
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
構
造
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
点
、
司
法
判
断
は
そ
の
後
も
一
貫
し
て
連
邦
法
の
専
占
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
連
邦
政
府
に
よ
る
航
空
政
策
の
推
進
を
側
面
か
ら

支
え
た

（
25
）

。
一
九
七
三
年
の
バ
ー
バ
ン
ク
市
対
ロ
ッ
キ
ー
ド
航
空
タ
ー
ミ
ナ
ル
会
社
事
件

（
26
）

で
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
多
数
意
見
と
し
て
、
空

港
騒
音
を
規
制
す
る
地
方
政
府
の
権
限
を
著
し
く
制
限
す
る
趣
旨
の
理
解
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
午
後
一
一
時
か
ら
翌
午
前
七
時
の
間

の
航
空
機
の
離
陸
を
禁
止
す
る
、
バ
ー
バ
ン
ク
市
の
騒
音
防
止
条
例
の
合
憲
性
が
問
わ
れ
た
と
こ
ろ
、
裁
判
所
は
、
連
邦
航
空
法
の
文
言

と
趣
旨
と
を
分
析
し
、「
騒
音
規
制
が
州
の
有
す
る
一
般
福
祉
権
限

（
27
）

（police pow
er

）
の
行
使
に
含
ま
れ
る
と
の
伝
統
的
な
見
解
は
一
般

論
と
し
て
は
傾
聴
に
値
す
る
が
、
安
全
性
及
び
効
率
性
の
増
進
の
た
め
に
、
連
邦
航
空
法
が
運
航
空
間
の
利
用
に
つ
い
て
連
邦
航
空
局
に

広
範
な
規
制
権
限
を
与
え
る
事
実
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
け
だ
し
、
航
空
の
安
全
性
、
効
率
性
及
び
健
全
性
は
相
互
依
存
の
関
係
を
有

し
、
統
一
的
か
つ
排
他
的
な
規
制
を
行
う
必
要
度
が
高
く
、
地
方
自
治
体
の
条
例
に
よ
る
航
空
機
離
発
着
パ
タ
ー
ン
の
変
更
は
連
邦
航
空

局
の
監
督
権
限
の
断
片
化
（fractionalized control

）
を
招
き
、
航
空
交
通
の
管
理
の
阻
害
に
帰
着
す
る
の
で
あ
る
」
と
し
た
う
え
、「
連

邦
航
空
法
は
航
空
機
騒
音
を
規
制
す
る
完
全
な
効
力
を
有
し
、
州
又
は
地
方
自
治
体
の
あ
ら
ゆ
る
規
則
に
優
先
す
る
」
と
結
論
付
け
た
。

ま
た
、
一
九
七
二
年
騒
音
防
止
法
（N

oise C
ontrol A

ct of 1972 （
28
）

）
等
の
関
係
法
規
を
総
合
的
に
検
討
し

（
29
）

、
航
空
機
な
い
し
空
港
騒
音
の

低
減
に
関
す
る
規
則
の
公
布
権
限
を
連
邦
航
空
局
に
一
元
化
す
る
法
体
系
に
現
れ
た
議
会
の
意
図
を
指
摘
し
て

（
30
）

、
上
記
結
論
を
補
強
し
た
。

六



空
港
環
境
問
題
に
お
け
る
連
邦
航
空
法
の
専
占
（
工
藤
）

（
七
）

Ⅲ　

空
港
騒
音
問
題
に
対
す
る
連
邦
航
空
法
の
適
用

⑴
　
地
方
意
思
決
定
の
限
界

公
共
施
設
の
建
設
や
拡
張
な
ど
の
重
要
課
題
は
、
地
方
の
政
治
的
行
政
的
手
続
に
よ
っ
て
実
現
に
移
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
空
港
設
備
の
立
地
、
規
模
、
能
力
に
つ
い
て
の
選
択
権
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
原
則
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
空
港
に
お
け
る
航

空
及
び
陸
上
交
通
過
密
が
社
会
問
題
化
し
て
い
く
と
、
既
存
空
港
の
拡
張
あ
る
い
は
新
空
港
の
建
設
を
め
ぐ
る
地
方
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ

ス
に
お
け
る
失
敗
が
、
事
態
を
深
刻
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
セ
ン
ト
・
ル
イ
ス
が
よ
い
例
で
あ
る

（
31
）

。
ラ
ン
バ
ー
ト
＝
セ
ン
ト
・
ル
イ

ス
国
際
空
港
の
拡
張
又
は
移
転
に
つ
い
て
の
自
治
体
で
の
議
論
は
、
一
九
八
五
年
の
セ
ン
ト
・
ル
イ
ス
市
対
ブ
リ
ッ
ジ
ト
ン
市
事
件

（
32
）

を
挟

ん
で
進
展
が
な
い
ま
ま
二
五
年
以
上
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る
。

同
空
港
は
、
米
国
の
主
要
空
港
中
最
小
ク
ラ
ス
の
二
、三
〇
〇
エ
ー
カ
ー
（
九
三
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
で
あ
る
。
市
の
指
導
者
は
、
一
九
六
八

年
時
点
に
お
い
て
す
で
に
、
土
地
面
積
の
制
約
を
受
け
た
空
港
能
力
の
限
界
を
認
識
し
て
い
た

（
33
）

。
同
時
に
、
彼
ら
は
イ
リ
ノ
イ
州

ウ
ォ
ー
タ
ル
ー
近
郊
で
セ
ン
ト
・
ル
イ
ス
の
南
東
に
位
置
す
る
一
八
、〇
〇
〇
エ
ー
カ
ー
規
模
の
用
地
へ
の
空
港
機
能
の
移
転
を
提
案
し

て
い
た
。
公
の
場
で
の
議
論
は
、
ラ
ン
バ
ー
ト
空
港
を
拡
張
す
べ
き
か
、
新
空
港
を
建
設
す
べ
き
か
を
め
ぐ
っ
て
、
一
九
七
〇
年
代
を
通

じ
て
加
熱
し
た
。
そ
れ
は
、
将
来
の
航
空
交
通
を
い
か
に
最
適
化
す
る
か
に
つ
い
て
見
解
を
異
に
す
る
地
方
議
員
の
党
派
争
い
の
様
相
を

呈
し
て
い
た
。
多
く
の
時
間
を
費
や
し
た
後
に
実
施
さ
れ
た
住
民
投
票
に
よ
り
、
圧
倒
的
多
数
を
も
っ
て
ラ
ン
バ
ー
ト
空
港
の
維
持
が
決

定
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
論
争
は
間
も
な
く
再
燃
し
た
。
一
九
八
〇
年
代
中
頃
、
ラ
ン
バ
ー
ト
空
港
の
長
期
需
要
予
測
が
示
さ
れ
る
と
現
有
施
設
の
限

七
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（
八
）

界
が
再
認
識
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
れ
を
受
け
て
複
数
の
拡
張
計
画
案
が
策
定
さ
れ
た
が
、
一
九
七
〇
年
代
に
お
け
る
の
と
同
様
に
、

こ
こ
で
も
地
方
議
員
と
住
民
は
そ
れ
ぞ
れ
分
裂
し
た
。
一
九
九
〇
年
ま
で
に
、
空
港
設
置
者
で
あ
る
セ
ン
ト
・
ル
イ
ス
市
は
新
滑
走
路
用

地
を
選
定
し
た
が
、
近
隣
自
治
体
は
そ
の
決
定
に
強
く
異
議
を
唱
え
、
結
局
、
新
滑
走
路
は
建
設
に
着
手
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
市
は
、
一
九
九
六
年
に
滑
走
路
計
画
を
再
検
討
し
、
別
の
立
地
先
を
定
め
た
。
本
計
画
は
、
近
隣
の
ブ
リ
ッ
ジ
ト
ン
市
へ
の
拡
張
を

内
容
と
し
一
九
〇
〇
人
近
く
の
住
民
の
転
居
を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
驚
く
ま
で
も
な
く
、
計
画
は
同
市
住
民
の
声
高
な

反
対
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
一
五
年
余
り
が
経
過
し
た
い
ま
も
決
着
が
ま
っ
た
く
見
通
せ
な
い
で
お
り
、
名
も
な
い
場
所
に
ま
っ
た
く
新
し

い
空
港
を
建
設
し
、
ラ
ン
バ
ー
ト
空
港
に
置
換
す
る
と
い
う
案
が
改
め
て
浮
上
し
て
い
る
く
ら
い
で
あ
る
。

こ
う
し
た
遅
々
と
し
た
状
況
の
な
か
、
も
っ
ぱ
ら
空
港
滑
走
路
の
処
理
能
力
不
足
に
よ
り
、
セ
ン
ト
・
ル
イ
ス
の
住
民
の
み
な
ら
ず
、

乗
換
客
を
含
め
た
旅
行
者
は
恒
常
的
な
運
航
遅
延
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
こ
う
し
た
中
核
的
都
市
に
お
け
る
空
港
機
能
の

非
効
率
性
は
、
国
家
全
体
の
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
し
て
波
状
的
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
連
邦
に
よ
る
専
占
の
必
要
性

が
強
調
さ
れ
る
の
は
ま
ず
も
っ
て
、
こ
の
効
率
性
と
い
う
点
に
お
い
て
で
あ
る
。

⑵
　
効
率
性
関
連
紛
争
に
お
け
る
連
邦
航
空
法
の
適
用

一
九
七
八
年
、
商
業
航
空
に
対
す
る
経
済
規
制
を
最
小
化
し
競
争
を
促
進
す
る
た
め
に
、
連
邦
議
会
は
航
空
事
業
者
規
制
撤
廃
法

（A
irline D

eregulation A
ct of 1978

（A
D

A

）
（
34
））

を
成
立
さ
せ
た
。
一
九
五
〇
年
代
以
降
の
航
空
機
の
ジ
ェ
ッ
ト
化
、
大
型
化
は
供
給
過
多

の
傾
向
を
生
み
、
不
況
と
燃
油
高
騰
と
が
相
ま
っ
て
一
九
七
〇
年
代
に
航
空
事
業
者
は
財
務
上
の
危
機
に
瀕
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
問
題

の
改
善
の
効
果
を
期
待
し
て
、
競
争
阻
害
要
因
の
徹
底
的
除
去
が
決
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る

（
35
）

。

八



空
港
環
境
問
題
に
お
け
る
連
邦
航
空
法
の
専
占
（
工
藤
）

（
九
）

同
法
の
起
草
に
あ
た
り
、
連
邦
議
会
は
、
州
政
府
が
航
空
事
業
者
間
の
健
全
な
競
争
を
害
す
る
よ
う
な
法
律
を
制
定
し
、
連
邦
レ
ベ
ル

で
の
効
率
性
追
求
の
努
力
を
減
殺
し
か
ね
な
い
と
の
配
慮
か
ら
、
以
後
の
専
占
関
係
訴
訟
に
対
応
す
べ
く
明
示
的
専
占
規
定
（express 

preem
ption clause

）
を
置
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
州
、
州
の
機
関
又
は
州
の
外
局
は
、
航
空
事
業
者
の
価
格
、
路
線
又
は
役
務
に
関
す
る

効
力
を
定
め
る
法
、
規
則
又
は
規
定
を
制
定
し
又
は
強
制
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

（
36
）」、

と
定
め
た
。
同
条
の
適
用
に
あ
た
っ
て
裁
判
所
は
、

一
般
に
「
価
格
（price
）」
と
は
運
賃
を
、「
路
線
（route

）」
と
は
就
航
路
線
の
体
系
を
指
す

（
37
）

、
と
解
し
て
い
る
。「
役
務
（service

）」
の

意
義
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
り
、
裁
判
例
に
は
、
運
輸
の
頻
度
及
び
市
場
の
選
択
と
い
う
よ
う
な
抽
象
的
な
概
念
で
捉
え
る
も
の
と
、
あ

る
い
は
発
券
、
搭
乗
手
続
、
飲
食
料
の
提
供
、
手
荷
物
取
扱
と
い
っ
た
具
体
的
な
概
念
で
捉
え
る
も
の
と
が
あ
る

（
38
）

。

一
九
九
四
年
に
再
改
正
さ
れ
た
連
邦
航
空
法
は
、
こ
れ
と
同
一
の
方
向
で
連
邦
航
空
局
の
権
限
を
明
確
化
し
、
そ
の
一
般
的
権
限
と
し

て
、「
航
空
運
航
施
設
（air navigation facility

）
を
取
得
し
、
設
置
し
、
改
良
し
、
運
営
し
又
は
維
持
す
る
こ
と

（
39
）」、

を
挙
げ
た
。
航
空

運
航
施
設
は
「
着
陸
エ
リ
ア
（landing area
）
を
含
む
航
空
運
航
の
援
助
に
供
さ
れ
る
施
設

（
40
）」

と
さ
れ
、
着
陸
エ
リ
ア
は
「
空
港
を
含
む

土
地
又
は
水
で
あ
り
、
旅
客
の
乗
降
又
は
貨
物
の
積
降
の
た
め
に
供
さ
れ
る
場
所

（
41
）」

と
定
義
さ
れ
た
。

以
上
の
立
法
対
応
に
よ
っ
て
、
空
港
問
題
と
り
わ
け
効
率
性
の
問
題
に
お
け
る
連
邦
法
の
専
占
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
時
期
は
前
後
す
る
が
、
一
九
九
二
年
の
バ
ー
バ
ン
ク
＝
グ
レ
ン
デ
ー
ル
＝
パ
サ
デ
ィ
ナ
空
港
公
社
対
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
事
件

（
42
）

で
、
連
邦
控
訴
（
第
九
巡
回
区
）
裁
判
所
は
、
市
内
に
建
設
さ
れ
る
飛
行
場
・
滑
走
路
に
つ
い
て
市
評
議
会
に
よ
る
承
認
を
要
す
る
と
す

る
市
条
例
へ
の
、
連
邦
航
空
法
の
専
占
を
肯
定
し
た
。
空
港
が
新
滑
走
路
の
建
設
と
誘
導
路
の
拡
張
を
申
請
し
た
と
こ
ろ
、
市
評
議
会
は

当
該
計
画
を
拒
絶
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
裁
判
所
は
、
空
港
設
置
者
で
な
い
地
方
自
治
体
が
、
い
か
な
る
方
法
に
せ
よ
直
接
に

航
空
機
の
運
航
を
妨
害
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
連
邦
法
の
専
占
が
あ
る
と
し
て
、
市
に
よ
る
空
港
拡
張
計
画
阻
止
の
権
限
を
否
定
し
た
。

九



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
一
号
（
二
〇
一
一
年
七
月
）

（
一
〇
）

「
誘
導
路
及
び
滑
走
路
の
適
切
な
立
地
は
航
空
機
の
離
発
着
の
安
全
確
保
の
た
め
に
決
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
自
治
体
に
よ
る
滑
走
路
規

制
は
航
空
機
の
移
動
及
び
運
航
に
対
す
る
直
接
的
な
妨
害
行
為
に
あ
た
る
」
と
し
た
。
そ
の
後
の
多
く
の
裁
判
例
も
類
似
の
局
面
で
連
邦

法
の
専
占
を
肯
定
し
て
お
り
、
立
法
と
の
調
和
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る

（
43
）

。

前
述
モ
ン
ロ
ニ
ー
上
院
議
員
の
見
解
に
沿
い
、
連
邦
法
の
専
占
を
否
定
す
る
裁
判
例
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
先
例
と
し
て
の
意
義
は
疑

わ
し
い

（
44
）

。
す
な
わ
ち
、
一
九
九
五
年
の
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
市
対
ブ
ル
ッ
ク
パ
ー
ク
市
事
件

（
45
）

に
お
い
て
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
市
が
空
港
拡
張

の
た
め
に
隣
接
土
地
の
取
得
を
計
画
し
た
と
こ
ろ
、
同
土
地
が
所
在
す
る
ブ
ル
ッ
ク
パ
ー
ク
市
の
評
議
会
は
、
空
港
拡
張
に
反
対
を
表
明

し
、
新
滑
走
路
の
建
設
計
画
を
妨
げ
る
複
数
の
条
例
を
採
択
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
連
邦
控
訴
（
第
六
巡
回
区
）
裁
判
所
は
、
後
者
の
立

場
を
支
持
し
、
連
邦
航
空
法
は
あ
く
ま
で
空
間
に
対
し
て
適
用
が
あ
る
に
止
ま
り
、
地
上
施
設
た
る
空
港
に
は
適
用
さ
れ
ず
、
つ
ま
り
専

占
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
。
本
判
断
の
基
礎
に
は
、
空
港
が
建
設
さ
れ
る
土
地
を
規
制
す
る
の
は
直
接
の
影
響
を
受
け
る
者
で
あ

る
べ
き
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
地
上
空
間
の
規
制
に
つ
い
て
連
邦
法
の
専
占
を
肯
定
す
べ
き
で
な
い

（
46
）

、
と
の
考
え
方
が
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
地
上
空
間
と
空
域
と
を
理
論
上
区
別
す
る
こ
と
で
、
効
率
的
で
安
全
な
航
空
運
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
的
と
す
る

連
邦
航
空
法
の
体
系
か
ら
、
地
域
環
境
の
保
全
を
目
的
と
す
る
市
条
例
の
対
象
を
切
り
取
り
結
論
を
導
い
て
い
る
が
、
し
か
し
空
港
は
現

実
に
は
複
合
的
な
存
在
で
あ
る
。
航
空
機
は
滑
走
路
な
く
し
て
離
陸
で
き
ず
、
利
用
者
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
使
用
せ
ず
に
航
空
機
に
搭
乗
で

き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
地
上
施
設
と
航
行
空
間
と
は
本
来
正
接
（tangential

）
し
て
お
り
、
滑
走
路
及
び
誘
導
路
に
対
す
る
規
制
と
、
航

空
機
の
移
動
及
び
運
航
に
対
す
る
規
制
と
を
、
別
個
の
完
結
し
た
体
系
と
割
り
切
る
の
は
強
引
に
過
ぎ
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
先
述
の

ご
と
く
連
邦
航
空
局
の
権
限
が
空
港
施
設
に
ま
で
及
ぶ
の
は
法
文
上
明
ら
か
で
あ
り
、
空
間
と
地
上
施
設
と
の
規
制
二
元
論
は
説
得
力
を

欠
く
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

一
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空
港
環
境
問
題
に
お
け
る
連
邦
航
空
法
の
専
占
（
工
藤
）

（
一
一
）

こ
の
点
、
立
法
と
判
例
は
別
の
二
元
論
も
展
開
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。
規
制
撤
廃
法
の
明
示
的
専
占
規
定
に
は
一
つ
の
重
要
な
例
外

が
あ
り
、
空
港
設
置
者
（airport proprietor

）
は
当
該
空
港
に
相
当
の
支
配
を
及
ぼ
す
権
限
を
留
保
す
る
の
で
あ
る
。
連
邦
議
会
は
当
初

か
ら
、
空
港
設
置
者
（
そ
の
多
く
は
自
治
体
又
は
そ
れ
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
公
社
で
あ
る
）
が
、
し
ば
し
ば
地
方
空
港
の
運
営
上
最
適
な
当
事

者
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
明
示
的
専
占
条
項
に
例
外
を
割
り
当
て
、
空
港
設
置
者
に
幾
つ
か
の
権
限
を
留
保
さ
せ
る
こ
と

と
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
明
示
的
専
占
条
項
は
、
航
空
運
送
事
業
者
の
航
空
機
の
就
航
す
る
空
港
を
所
有
し
又
は
設
置
す
る
州
、
州

の
機
関
又
は
州
の
外
局
が
、
そ
の
所
有
権
に
基
づ
く
権
利
又
は
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
を
制
限
し
な
い

（
47
）」、

と
さ
れ
る
。
空
港
設
置
者
は
、

そ
れ
ら
が
「
合
理
的
、
平
等
で
州
際
取
引
に
対
し
て
過
度
に
負
担
と
な
ら
な
い
限
り
」、
そ
し
て
「
規
制
撤
廃
法
の
規
定
又
は
そ
の
目
的

に
直
接
的
に
抵
触
し
な
い
限
り

（
48
）

」、
そ
れ
ら
権
限
を
行
使
す
る
自
由
を
有
す
る
。
こ
の
た
め
彼
ら
は
、
州
際
取
引
に
負
荷
を
か
け
る
方
法

で
な
い
場
合
、
種
々
の
使
用
料
金
を
課
し
た
り
、
ゲ
ー
ト
の
リ
ー
ス
料
を
取
っ
た
り
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

議
会
は
、
こ
の
と
お
り
設
置
者
と
非
設
置
者
と
を
分
け
て
注
意
深
く
定
義
を
行
い
、
前
者
に
つ
い
て
所
有
権
の
侵
害
を
避
け
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
空
港
設
置
者
の
所
有
権
に
基
づ
く
権
限
の
範
囲
は
必
ず
し
も
広
い
も
の
で
は
な
い

（
49
）

。
英
国
航
空
対
空
港
公
社
事
件

（
50
）

に
お
い

て
連
邦
控
訴
（
第
二
巡
回
区
）
裁
判
所
は
、「
空
港
設
置
者
が
空
港
の
日
常
的
運
営
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
の
は
自
然
で
あ
る
も

の
の
、
彼
ら
は
航
空
の
国
家
的
シ
ス
テ
ム
と
の
関
係
で
極
め
て
限
定
的
な
役
割
を
担
う
の
み
で
あ
る
」、
と
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
ン
航

空
対
運
輸
省
事
件

（
51
）

に
お
け
る
連
邦
控
訴
（
第
五
巡
回
区
）
裁
判
所
の
判
断
も
、
次
の
と
お
り
基
本
的
に
そ
の
方
向
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。

一
九
六
八
年
以
前
、
ダ
ラ
ス
＝
ラ
ヴ
フ
ィ
ー
ル
ド
空
港
と
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
空
港
と
は
競
合
関
係
に
あ
っ
た
。
民
間
航
空
委
員
会
は
二

空
港
間
の
競
争
を
有
害
と
判
断
し
、
二
市
に
対
し
共
同
運
営
さ
れ
る
新
空
港
の
建
設
を
命
じ
た
。
そ
れ
が
現
在
の
ダ
ラ
ス
＝
フ
ォ
ー
ト

一
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
一
号
（
二
〇
一
一
年
七
月
）

（
一
二
）

ワ
ー
ス
空
港
で
あ
る
。
そ
の
準
備
過
程
で
、
二
市
は
両
市
が
互
い
の
既
存
空
港
を
段
階
的
に
縮
小
さ
せ
る
こ
と
を
約
す
共
同
条
例
を
可
決

し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
の
航
空
需
要
の
増
大
に
応
え
る
か
た
ち
で
ラ
ヴ
フ
ィ
ー
ル
ド
空
港
が
規
模
を
維
持
し
た
ま
ま
存
続
し
た
こ
と
か

ら
、
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
は
こ
れ
に
異
議
を
唱
え
、
同
空
港
の
閉
鎖
を
申
立
て
た
。
運
輸
省
は
こ
の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
、
ダ
ラ
ス
市

側
に
与
す
る
宣
言
的
命
令
（declaratory order

）
を
発
し
、
効
率
阻
害
的
に
作
用
す
る
共
同
条
例
に
は
規
制
撤
廃
法
が
専
占
を
敷
く
べ
き

こ
と
を
理
由
に
、
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
は
ラ
ヴ
フ
ィ
ー
ル
ド
空
港
の
運
用
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
裁
判
所
は
、
空
港
の
廃
止
を
目
的
と
す
る
共
同
条
例
を
他
の
類
型
の
制
限
、
す
な
わ
ち
境
界
の
画
定
、
飛
行
可
能
時
間

を
定
め
る
こ
と
に
よ
る
騒
音
の
抑
止
と
い
っ
た
、
空
港
全
体
の
役
務
を
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
の
な
い
も
の
か
ら
区
別
し
、
前
者
の
制
限

に
つ
い
て
は
、
空
港
設
置
者
の
所
有
権
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
も
規
制
撤
廃
法
の
専
占
を
受
け
る
と
結
論
付
け
た

（
52
）

。
し
か
し
こ
こ
で
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
後
者
た
る
制
限
は
非
設
置
者
た
る
自
治
体
が
行
う
場
合
に
は
連
邦
法
の
専
占
を
受
け
る
類
型
の
も
の
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
専
占
の
目
的
と
し
て
航
空
の
効
率
性
を
揚
げ
る
の
で
あ
れ
ば
、
条
例
に
よ
る
阻
害
の
程
度
が
問
題

と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
当
該
条
例
が
空
港
設
置
者
た
る
自
治
体
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
関
係
が
な
い
。
空
港
規
制
主
体
の
属
性
に

依
拠
す
る
判
断
枠
組
み
に
は
、
疑
義
を
呈
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

⑶
　
安
全
性
関
連
紛
争
に
お
け
る
連
邦
航
空
法
の
適
用

連
邦
航
空
法
は
、
も
と
を
た
だ
す
と
、
軍
用
機
と
民
間
機
と
の
間
で
事
故
が
続
発
し
た
こ
と
に
動
機
付
け
ら
れ
た
、
安
全
確
保
の
た
め

の
立
法
対
応
と
い
う
部
分
が
大
き
い

（
53
）

。
連
邦
航
空
法
が
、
空
港
、
航
空
路
等
の
航
空
施
設
の
充
実
、
航
空
規
律
の
全
国
的
統
一
を
行
お
う

と
す
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
す
べ
て
航
空
安
全
の
確
保
に
つ
な
が
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
連
邦
航
空
局
へ
の
航
空
規
制
機
能
の
集
約
も
、

一
一



空
港
環
境
問
題
に
お
け
る
連
邦
航
空
法
の
専
占
（
工
藤
）

（
一
三
）

そ
の
目
的
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る

（
54
）

。
連
邦
航
空
法
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
点
の
考
慮
を
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

連
邦
航
空
法
は
、
安
全
を
「
商
業
航
空
に
お
い
て
最
優
先
さ
れ
る
べ
き
事
項

（
55
）

」
と
す
る
が
、
ひ
と
り
航
空
機
の
飛
行
の
円
滑
の
み
な
ら

ず
、
施
設
の
拡
張
を
含
む
空
港
の
運
用
改
善
も
、
航
空
安
全
の
確
保
に
お
い
て
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
と
な
る
。
空
港
の
混
雑
な
い
し
過

密
は
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
ず
、
す
べ
て
の
航
空
利
用
者
に
と
っ
て
の
脅
威
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
同
法
は
、
連
邦
航
空
局
に
、

空
港
の
設
計
及
び
建
設
に
お
い
て
安
全
に
最
大
限
配
慮
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
、
そ
の
た
め
に
州
及
び
地
方
の
規
制
を
退
け
て
、
航
空
の

安
全
事
項
全
体
に
連
邦
法
が
専
占
を
敷
く
こ
と
を
謳
っ
て
い
る

（
56
）

。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
幾
つ
か
の
裁
判
例

（
57
）

に
よ
っ
て
実
際
に
、
空
港
安
全
に
対
す
る
州
判
例
法
の
優
先
効
を
正
当
化
す
る
根
拠
と

し
て
援
用
さ
れ
て
き
た
、「
本
法
に
お
け
る
い
か
な
る
規
定
も
、
既
存
の
判
例
法
又
は
制
定
法
上
の
救
済
を
縮
減
し
又
は
変
更
す
る
こ
と

は
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
本
法
の
規
定
が
既
存
の
救
済
に
さ
ら
な
る
救
済
を
付
加
す
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い

（
58
）

」
と
い
う
、
連

邦
航
空
法
上
の
「
留
保
条
項
（savings clause
）」
で
あ
る
。
も
っ
と
も
現
在
で
は
、
本
留
保
条
項
の
援
用
可
能
性
は
相
当
狭
め
ら
れ
て
い

る
。
一
九
九
二
年
の
モ
ラ
レ
ス
対
ト
ラ
ン
ス
・
ワ
ー
ル
ド
航
空
事
件

（
59
）

に
お
い
て
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、「
規
制
撤
廃
法
前
か
ら
の
遺
物
で

あ
る
」
と
し
て
当
該
条
項
を
無
視
し
、
特
別
法
は
一
般
法
に
優
先
す
る
と
い
う
基
本
的
な
法
解
釈
原
理
に
基
づ
い
て
、「
一
般
的
な
留
保

条
項
は
特
定
の
実
体
法
上
の
専
占
規
定
を
劣
後
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
判
断
し
た
。
連
邦
航
空
局
の
安
全
確
保
と
い
う
使
命
に
抵

触
す
る
州
判
例
法
上
の
請
求
権
に
は
、
そ
の
適
用
を
認
め
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
連
邦
控
訴
（
第
十
巡
回
区
）
裁
判
所
は
、
安
全
の
観
点
か
ら
主
張
さ
れ
た
、
空
港
の
役
務
の
完
全
な
中
止
に
帰
結
す
る
よ
う
な

空
港
設
置
者
の
請
求
を
、
規
制
撤
廃
法
に
お
け
る
明
示
的
専
占
規
定
の
例
外
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
も
拒
否
し
て
い
る
。
ア
ラ
フ
ェ
郡

空
港
公
社
対
連
邦
航
空
委
員
会
事
件

（
60
）

で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
、
連
邦
航
空
局
は
郡
が
ア
ラ
フ
ェ
空
港
に
お
け
る
す
べ
て
の
定
期
航
空
便

一
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
一
号
（
二
〇
一
一
年
七
月
）

（
一
四
）

の
運
航
を
急
き
ょ
禁
止
し
た
こ
と
を
う
け
て
、
同
郡
へ
の
連
邦
助
成
金
の
給
付
を
延
期
し
た
。
郡
は
当
該
措
置
に
つ
い
て
、
空
港
の
安
全

性
の
増
進
と
民
間
航
空
需
要
（civil aviation needs

）
に
応
え
る
点
で
合
理
的
か
つ
平
等
な
も
の
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
裁
判
所
は
、
運
航
の
禁
止
に
よ
っ
て
「
安
全
」
や
「
民
間
航
空
需
要
」
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
の
正
当
性
を
裏
付
け
る
証

拠
は
な
い
と
し
、
む
し
ろ
、
空
港
で
の
役
務
提
供
へ
の
影
響
に
重
き
を
置
い
た
。
そ
し
て
、
郡
が
一
方
で
ア
ラ
フ
ェ
空
港
に
お
け
る
不
定

期
便
の
旅
客
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
を
何
の
制
限
も
な
く
認
め
て
お
り
、
こ
と
さ
ら
定
期
便
の
み
を
捉
え
て
安
全
性
の
問
題
を
持
ち
出
す
の
は

根
拠
薄
弱
で
あ
る
、
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
規
制
撤
廃
法
の
明
示
的
専
占
規
定
と
の
関
係
を
分
析
し
、
空
港
の
役
務
と
路
線
に
関
す
る

禁
止
行
為
に
あ
た
る
同
措
置
は
、「
当
該
空
港
か
ら
航
空
機
で
旅
行
し
よ
う
と
す
る
市
民
に
と
っ
て
利
用
可
能
な
役
務
の
範
囲
に
著
し
い

影
響
を
与
え
る
た
め
、
権
限
の
適
正
な
行
使
と
は
み
な
さ
れ
な
い
」、
と
結
論
付
け
た
。

し
か
し
安
全
の
面
で
も
、
空
港
設
置
者
に
は
、
ペ
リ
メ
ー
タ
規
制
と
い
う
あ
る
種
の
特
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
同
規
制
は
、
特
定
空

港
と
一
定
距
離
以
上
の
空
港
と
を
結
ぶ
航
空
機
の
運
航
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
連
邦
控
訴
（
第
二
巡
回
区
）
裁
判
所
は
、
一
九
八
七

年
の
ウ
エ
ス
タ
ン
航
空
対
港
湾
局
事
件

（
61
）

に
お
い
て
、
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
港
湾
公
社
（N

ew
 Y

ork P
ort A

uthority

）
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た

二
、〇
〇
〇
マ
イ
ル
・
ペ
リ
メ
ー
タ
規
制
を
支
持
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
規
模
の
大
き
な
ケ
ネ
デ
ィ
及
び
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
の
両
空
港
に
長

距
離
路
線
を
集
約
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ラ
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
の
過
密
状
態
を
解
消
し
、
そ
し
て
そ
の
短
距
離
路
線
空
港
と
し
て
の
性
格

を
維
持
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
空
港
の
過
密
解
消
と
い
う
点
で
、
航
空
安
全
の
意
味
を
も
つ
。
裁
判
所
は
、「
地
上
混

雑
の
抑
制
は
、
空
港
設
置
者
の
空
港
管
理
機
能
の
核
心
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
と
り
わ
け
混
雑
の
度
合
い
が
国
内
十
指
の
う
ち
の
三
空
港

を
管
理
す
る
責
務
を
負
う
港
湾
当
局
に
は
、
そ
の
よ
う
な
権
限
が
認
め
ら
れ
る
」、
と
判
断
し
た
。

思
う
に
ペ
リ
メ
ー
タ
規
制
は
、
効
率
性
の
促
進
な
い
し
安
全
の
確
保
と
い
う
連
邦
航
空
法
及
び
規
制
撤
廃
法
の
目
的
に
貢
献
す
る
こ
と

一
一



空
港
環
境
問
題
に
お
け
る
連
邦
航
空
法
の
専
占
（
工
藤
）

（
一
五
）

の
み
を
も
っ
て
正
当
化
さ
れ
、
空
港
設
置
者
の
所
有
者
的
権
限
の
発
現
と
把
え
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。
効
率
性
の
場
合
と
同
様
に
、

安
全
に
つ
い
て
も
規
制
の
合
理
性
が
重
要
な
の
で
あ
っ
て
、
規
制
主
体
が
空
港
設
置
者
で
あ
る
か
否
か
は
関
係
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

Ⅳ　

結　

語

一
九
八
二
年
、
連
邦
議
会
は
、
各
地
の
空
港
が
収
容
能
力
の
不
足
に
直
面
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
空
港
空
路
改
良
法
（A

irport and 

A
irw

ays Im
provem

ent A
ct

（A
A

IA

）
（
62
））

を
通
過
さ
せ
、
空
港
の
拡
充
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
た
。
同
法
は
、「
そ
の
運
用
能
力
を
拡
充
す

る
た
め
に
行
う
空
港
建
設
及
び
改
良
の
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
及
び
効
率
性
の
増
進
と
遅
延
の
減
少
を
可
及
的
に
確
保
す
る
も
の
と

す
る

（
63
）

」、
と
定
め
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
る
の
は
、
連
邦
政
府
と
地
方
政
府
と
の
間
の
強
力
な
協
調
関
係
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
同
法
は
、
連

邦
航
空
局
が
「
全
国
土
的
な
運
輸
の
需
要
に
基
づ
き
、
空
港
開
発
計
画
に
お
い
て
州
及
び
地
方
自
治
体
と
協
力
す
る
こ
と

（
64
）

」、
及
び
「
空

港
開
発
計
画
の
手
続
が
継
続
的
、
協
力
的
か
つ
包
括
的
に
行
わ
れ
る
こ
と

（
65
）

」
を
求
め
て
い
る
。

こ
の
点
、
空
港
空
路
改
良
法
が
、
国
費
の
充
当
と
民
間
資
金
の
利
用
と
を
通
じ
た
、
空
港
開
発
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創
設
し
た
こ
と
は

特
筆
さ
れ
て
よ
い
。
連
邦
航
空
局
は
そ
の
授
権
に
基
づ
き
、
最
大
で
総
費
用
の
九
〇
％
ま
で
空
港
建
設
計
画
に
助
成
を
行
っ
て
き
て
い
て

い
る
。
こ
の
傾
向
は
そ
の
後
も
強
化
さ
れ
、
一
九
八
七
年
の
空
港
及
び
航
空
路
の
安
全
増
進
及
び
収
容
力
拡
張
に
関
す
る
法
律
（A

irport 

and A
irw

ay S
afety and C

apacity E
xpansion A

ct of 1987 （
66
）

）、
そ
し
て
一
九
九
二
年
の
航
空
路
の
安
全
・
収
容
力
・
騒
音
改
善
及
び
複
合

運
送
に
関
す
る
法
律
（A

irw
ay S

afety, C
apacity, N

oise Im
provem

ent and Interm
odal T

ransportation A
ct of 1992 （

67
）

）
が
手
当
て
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
二
法
に
よ
る
改
正
連
邦
航
空
法
は
、「
い
か
な
る
空
港
も
、
地
方
自
治
体
、
州
、
連
邦
政
府
が
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
維
持
し
又
は
投

資
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
し
、
関
係
主
体
の
協
調
に
基
づ
く
空
港
能
力
の
拡
張
の
重
要
性
を
一
層
強
調
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
九
六

一
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
一
号
（
二
〇
一
一
年
七
月
）

（
一
六
）

年
に
は
連
邦
航
空
局
の
改
組

（
68
）

、
そ
し
て
運
用
能
力
拡
大
の
名
の
下
に
連
邦
航
空
局
が
空
港
拡
張
・
空
路
改
善
に
助
成
す
る
額
を
増
や
す

二
〇
〇
一
年
の
い
わ
ゆ
るA

IR
-21

の
成
立

（
69
）

が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
た
と
え
ば
二
〇
〇
一
な
い
し
二
〇
〇
三
財
政
年
度
に
お
け

る
空
港
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
一
〇
〇
億
ド
ル
以
上
の
連
邦
資
金
が
投
下
さ
れ
て
い
る

（
70
）

。

こ
う
し
た
一
連
の
対
応
は
、
連
邦
政
府
の
役
割
を
新
た
な
局
面
へ
と
導
く
。
そ
れ
は
、
空
港
再
整
備
に
お
け
る
州
の
立
場
の
重
要
性
を

指
摘
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
、
連
邦
予
算
を
大
規
模
に
投
じ
て
こ
れ
に
介
入
し
、
連
邦
政
府
が
空
港
設
置
者
と
事
業
主
体
性
を
共
有
す
る

こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
規
制
撤
廃
法
下
の
例
外
規
定
、
連
邦
航
空
法
下
の
留
保
規
定
の
適
用
範
囲
を
狭
め
て
、

空
港
環
境
問
題
に
お
け
る
連
邦
法
の
専
占
を
実
体
的
に
強
化
す
る
も
の
と
い
え
る
。
強
さ
を
増
す
空
港
整
備
圧
力
の
前
に
、
空
港
設
置
者

の
所
有
者
的
権
限
の
保
護
と
い
う
連
邦
法
上
の
制
約
は
早
晩
限
界
を
来
す
と
の
認
識
の
現
れ
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
１
）	F

ederal A
viation A
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ub. L
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（
２
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（
３
）	D
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）（1
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４
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ub. L
. N

o. 104-264, 110 S
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（
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viation A
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. 778-780 

（2010
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（
８
）	

空
港
拡
張
に
つ
い
て
事
前
の
認
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す
る
州
法
と
し
て
、
た
と
え
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nn. 5/47, 5/48, 25/13.
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空
港
環
境
問
題
に
お
け
る
連
邦
航
空
法
の
専
占
（
工
藤
）

（
一
七
）

（
９
）	C

ooley v. B
oard of W

ardens, 53 U
.S

. 299 

（1851

）.
（
10
）	U

.S
. C

onst. art. V
I, cl. 2; R

ice v. S
anta F

e E
levator C

orp., 331 U
.S

. 218

（1947

）.

「
こ
の
憲
法
、
こ
れ
に
準
拠
し
て
制
定
さ
れ
る

合
衆
国
の
法
律
及
び
合
衆
国
の
権
限
に
基
づ
い
て
締
結
さ
れ
又
は
将
来
締
結
さ
れ
る
す
べ
て
の
条
約
は
、
国
の
最
高
法
規
で
あ
り
、
各
州
の
裁
判
官

は
、
州
の
憲
法
又
は
法
律
中
に
反
対
の
定
め
が
あ
る
場
合
で
も
、
こ
れ
ら
の
も
の
に
拘
束
さ
れ
る
。」

（
11
）	

典
型
的
に
は
、
①
連
邦
法
と
現
実
の
抵
触
が
あ
り
双
方
の
遵
守
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
（
非
両
立
専
占
）、
②
連
邦
法
の
施
行
の
目
的
上
、
州

法
が
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
（
障
害
専
占
）、
③
当
該
領
域
全
体
を
連
邦
法
が
占
拠
し
て
い
る
こ
と
（
領
域
専
占
）。
こ
れ
ら
の
う
ち
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
、
連
邦
法
は
州
法
又
は
自
治
体
条
例
の
適
用
を
排
除
す
る
。M

etropolitan L
ife Insurance C

o. v. M
assachusetts, 471 

U
.S

. 724

（1985

）; G
ustafson v. city of L

ake A
ngelus, 856 F

. S
upp. 320

（E
. D

. M
ich. 1993

）; C
ipollone v. L

iggett G
roup, Inc., 505 

U
.S

. 504

（1992

）.

た
だ
し
、
本
分
類
の
相
対
性
に
つ
き
、
宮
川
成
雄
「
最
近
の
判
例
─
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ビ
ル
マ
制
裁
法
が
、
連
邦
法
に
よ

り
専
占
さ
れ
て
お
り
、
合
衆
国
憲
法
第
六
編
二
項
の
最
高
法
規
条
項
に
違
反
す
る
と
さ
れ
た
事
例
」
ア
メ
リ
カ
法
二
〇
〇
二
年
一
四
五
頁
注
七
参
照
。

（
12
）	49 U

.S
.C

. 40101, 40103.

（
13
）	

本
稿
の
素
材
は
、D

. W
. T

uegel, A
irport E

xpansions: T
he N

eed for a G
reater F

ederal R
ole, 54 W

ash. U
. J. U

rb. &
 C

ontem
p. 

L
. 306 

（1998

）; J. A
. B

erger, P
hoenix G

rounded: T
he Im

pact of the S
uprem

e C
ourt ’s C

hanging P
reem

ption D
octrine on S

tate 

and L
ocal Im

pedim
ents to A

irport E
xpansion, 97 N

w
. U

.L
. R

ev. 941 

（2003

）
か
ら
多
く
を
得
て
い
る
。

（
14
）	A

. T
. F

ield &
 F

. K
. D

avis, C
an the L

egal E
agles U

se the A
geless P

reem
ption D

octrine T
o K

eep A
m

erican A
viators 

S
oaring A

bove the C
louds and into the T

w
enty-F

irst C
entury?, 62 J. A

ir L
. &

 C
om

. 327 

（1996

）.

（
15
）	U

.S
. C

oust. art. I, sec. 8, cl. 3.

連
邦
議
会
は
「
外
国
と
の
通
商
並
び
に
各
州
間
及
び
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
部
族
と
の
通
商
を
規
制
す
る
」
立

法
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
16
）	P

. S
. D

em
psey &

 L
. E

. G
esell, A

ir T
ransportation: F

oundations for the 21st C
entury 452 

（1997

）; B
erger, supra note 13, 

at 963.

（
17
）	

一
九
〇
九
年
か
ら
一
九
一
四
年
ま
で
の
間
、
航
空
機
製
造
事
業
者
は
僅
か
一
社
の
み
で
、
か
つ
商
業
航
空
の
実
施
範
囲
も
フ
ロ
リ
ダ
＝
タ
ン

一
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
一
号
（
二
〇
一
一
年
七
月
）

（
一
八
）

パ
・
ベ
イ
の
短
距
離
区
間
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
経
験
し
、
航
空
機
製
造
者
、
航
空
従
事
者
、
航
空
運
送
事
業
者
そ
し

て
空
港
は
一
九
二
〇
年
代
に
一
気
に
充
実
し
た
。
航
空
機
の
商
業
利
用
に
拍
車
を
か
け
た
の
は
航
空
郵
便
で
あ
り
、
航
空
に
関
す
る
初
期
の
規
制
も

こ
れ
を
後
押
し
す
る
意
義
を
有
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
連
邦
議
会
が
一
九
二
六
年
航
空
通
商
法
（A

ir C
om

m
erce A

ct of 1926

）
を
採
択
す
る

ま
で
、
米
国
全
体
で
僅
か
一
二
〇
機
の
飛
行
機
が
運
航
さ
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
初
の
空
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
も
、
一
九
三
一
年

の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
＝
ア
ト
ラ
ン
タ
で
の
開
設
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（G

. M
. H

and, S
hould Juries D

ecide A
ircraft D

esign? 

C
leveland v. P

iper A
ircraft C

orp. and F
ederal P

reem
ption of S

tate T
ort L

aw
, 29 U

.S
.F

. L
. R

ev. 747 

（1995

）; L
. A

. C
arlisle, 

T
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A
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T

S
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dm
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m
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S
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ir L
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 C
om

. 742 

（2001

）.

）。

（
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am
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alancing the R
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ith the N
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A
ir L
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om
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（2000

）.

（
19
）	U

.S
. v. C
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.S

. 256 

（1946
）.

（
20
）	C

hi. &
 S

. A
ir L

ines v. W
aterm

an S
team

ship C
orp., 333 U

.S
. 103 

（1948

）.

（
21
）	S

. R
ep. N

o. 1811, at 5 

（1958

）; B
erger, supra note 13, at 966.

（
22
）	F

ed. A
viation A

gency A
ct: H

earing on S
. 3880, B

efore the S
ubcom

m
. on A

viation of the S
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